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特集 「20年以上飼育していたエイが実は新種でした」

いるかの時間・あざらしの時間

　　　　　　「マスオデビューの裏側＆ゴマリンとの初対面」

ここがみどころ 「１階：ワクワクはっけんひろば」

錦江湾のなかまたち 「89．タテジマフジツボ」

アクアラボ 「カエルアンコウ おなかをこわす⁈」

特別企画展 「ウツボのうーぼん なかまさがし」

黒潮大水槽で周年見られたスマの産卵　
いおワールド通信

鹿児島 未知の魚を発見！「No.19 パンダゲンロクダイ」
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さくらじまの海 2020年第24巻 第3号 通巻92号
（2020年12月発行）

黒潮大
水槽の

モノノ
ケトン

ガリサ
カタザ

メ

９月27日に「異なるイカ職人～イカに生かされ
る異職の人の話～」を開催しました。水中ガイドの
松田康司さん、イカ写真家の堀口和重さん、イカ画
家の宮内裕賀さんを招き、それぞれの視点・やり方で
イカの魅力を伝えてもらうというイベントです。
22名の参加者の方々も、熱心に説明を聞いたり
絵を描いたりして、イカの奥深い世界に浸っていました。今回の企画に合わせてアオリイカの展示を行った水槽前では、イベント
終了後堀口さんによるイカの撮影教室が始まり、最後まで盛り上がりを見せていました。
宮内さんの下絵に参加者全員で色付けしたイカの絵は、３人の写真や絵とともに10月末まで館内に展示され、来館された
皆さまを楽しませてくれました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（濵田毬華）

11月に行われたSDGs（持続可能な開発目標）の啓発を目的とした
「かごしまSDGsキャンペーン」に当館も参加しました。17ある開発目
標の中で、当館に関連深い目標を表す赤、黄、青、緑の４色で建物の
ライトアップを行ったほか、11月21日に鹿児島市で行われた関連イ
ベント「あっ ＃サスティナブル わたし、SDGsはじめました」への出展
も行いました。当館では野生個体を減らさずに展示を続けるために
ジンベエザメの入れ替えを行っています。会場では、それに欠かせな
い輸送方法についての解説パネルや、輸送容器の模型展示のほか、
ジンベエザメぼうしを作るワークショップも開催しました。ブースに
は子どもから大人までたくさんの方が訪れ、楽しみながらSDGsを知る
良いきっかけになっていたようです。　　　　　　（平野　慎一郎）

異なるイカ職人～イカに生かされる異職の人の話～

編集後記

チョウチョウウオ科ゲンロクダイ属の
魚は日本からゲンロクダイ１種のみが生
息すると考えられていましたが、2020年
２月に同属の新種が発見（記載）されま
した。ゲンロクダイは白地の体に黄色い
横縞が入りますが、本新種は生時白地に
黒色の縞模様であることから、パンダ
ゲンロクダイと命名されました。水深
30メートル以浅の浅瀬に生息するゲン
ロクダイの黄色い縞模様は、視覚的に
仲間を認識するためのものですが、パ
ンダゲンロクダイは光が届きにくいや
や深場（40～70メートル）に生息する
ため、黄色を発現する必要がなくなった
のだと考えられます。パンダゲンロクダ
イは伊豆半島からフィリピンにかけて分
布し、鹿児島湾内にも多く生息します。

No.19　パンダゲンロクダイ

シリーズ
鹿児島未知の魚を発見！未知の魚を発見！

12月初旬に嬉しいニュースが飛び込ん
できました。教育旅行や修学旅行による来
館者等が増えたことで11月の入館者が昨
年と変わらない人数を記録したのです。
過去に例のないコロナ禍で外国を含む
県外からの観光客が軒並み減少し、当館の
入館者数も大きく落ち込みました。しかし
現在では、万全の感染症対策を実施した上
で「生きもの講座」を始めとする教育プログ
ラムを多くの学校団体が受講しています。
そのほか、安心、安全に修学旅行を楽しん
でいただけるように、閉館後の「貸し切り
水族館」のサービスを新たに実施している
ことなども、入館者の回復につながったと
考えています。これからも、本物を教材と
した水族館らしい体験を提供し、人々の交
流が生まれる場所として機能できるように
進み続けたいと思います。
令和３年は新型コロナウイルス感染症
の終息を願いつつ、皆様にとって明るい年
となることを祈り申し上げます。　（久保）

パンダゲンロクダイ
Roa haraguchiae （鹿児島湾産）

「かごしまSDGsキャンペーン」に参加しました

（鹿児島大学総合研究博物館　館長　本村浩之）
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2020年９月から10月にかけてテレビや新聞、ネッ

トなど多くのメディアで取り上げていただいたので

知っている方もいるかもしれません。当館黒潮大水槽

で1997年のオープンから20年以上にわたってトンガ

リサカタザメとして飼育・展示していたエイが新種で

あることが判明したのです。今回はその件について

詳しく紹介します。

記録によると当館がオープンの準備を行っていた

1996年の12月に１匹目の個体が鹿児島県の川辺郡笠

沙町（現在の南さつま市笠沙町）近海で捕獲されまし

た。当時は現在のように図鑑などの資料が充実してお

らず、稀種であるトンガリサカタザメが載っているも

のは多くありませんでした。数少ない資料を参考に、

えらが体の下部にありサメではなくエイであることや、

頭部の尖った独特な体形などを考慮した結果、日本で

唯一知られていたトンガリサカタザメのなかまである

トンガリサカタザメに同定されたものと思われます。

それから約20年。彼らはトンガリサカタザメとし

て、優雅に泳ぐジンベエザメや海中を羽ばたくように

泳ぐマダラトビエイ、よく知られたクロマグロやカ

ツオなど人気者が泳ぐ黒潮大水槽の底付近であまり

注目を浴びることもなく展示されてきました。本当は

トンガリサカタザメではないということに誰も気づ

くことなく…

しかし、ついに注目を浴びる時がやってきました。

2018年のことです。高知県の黒潮生物研究所の小枝

圭太研究員が薩摩川内市近海で捕獲された標本を調

べていたところ、トンガリサカタザメのなかまではある

ものの、体の形や色彩がトンガリサカタザメとは違う

ことに気づきました。そして当館の個体を見たところ、

こちらも薩摩川内で捕獲されたものと同様であった

ため、この２匹がトンガリサカタザメではないことを

確信したのです。まだ知られていないトンガリサカタ

ザメ科の新種ではないかと考え、研究が始まりまし

た。そして2020年。当館の大水槽で20年以上の間トン

ガリサカタザメとして飼育されていたエイは、黒潮生

物研究所、鹿児島大学総合研究博物館、かごしま水族

館の共同研究で新種モノノケトンガリサカタザメ  

Rhynchobatus mononokeとして報告されました。日本で

新種のエイが発見されたのは約10年ぶりになります。

反響は大きく、前述のように各種メディアで取り上げ

られモノノケトンガリサカタザメに注目してくださ

るお客さまが明らかに増えました。

モノノケトンガリサカタザメはどのような魚か？
モノノケトンガリサカタザメは名前に“～サメ”と

ありますが、エイのなかまです。“モノノケ～”の名の

由来は頭部を腹側から見ると白い三角形をしており、そ

の色、形が死装束の天冠に似ていることに由来します。

トンガリサカタザメと同様に、体の前半部はエイのよ

うに平たく、後半部はサメのように太い体形をしてい

ます。またトンガリサカタザメに比べ、頭部先端があま

りとがらず、２つの背びれの先端が丸みを帯びること

や、胸びれ中央に１つの大きな黒色斑とそのすぐ隣に

１つの小さな白色斑があることなどが特徴です。成長

すると全長３ｍ程になると考えられています。また、

オスにくらべてメスの方が大きくなると考えられて

います。底生のエイで、水槽では底に落ちたサバの切

り身などを食べていますが、海では海底付近の小魚や

エビ、カニなどの小動物を食べていると考えられてい

ます。胎生で、当館黒潮大水槽では３～５匹の親と同

じ形をした子エイを産んだ記録があり、この時の標本

は新種発表の際の学術論文でも使用されました。現

在、鹿児島県、長崎県、千葉県（海外に館山産の標本が

あるが未検証）でのみ確認されています。

よく知られていた魚が実は新種だったということ

はたまにある話なのですが、今回のように大型のエイ

が、しかも20年以上に渡って飼育されていたものが新

種だったということは大きな驚きでした。本種は報告

されて日が浅く、生態に関する情報がほとんどありま

せん。分布域が狭いことや、鹿児島県の漁業者に聞い

ても近年あまり確認されていないこと、海外産の同属

の種が絶滅危惧種とされていることなどから本種も

数を減らしている可能性があります。これから先も、

みなさまに黒潮大水槽でモノノケトンガリサカタザ

メを紹介し続けることができるよう、飼育を通して保

護に役立つさまざまな生態的知見の収集に努めてい

きたいと思います。　　　　　　　　　　（山田守彦）

特 集 20年以上飼育していた エイが実は新種でした

天冠

頭部を腹側から見たところ

モノノケトンガリサカタザメとトンガリサカタザメの違い
モノノケトンガリサカタザメ トンガリサカタザメ

あまりとがらない とがっている
先端が丸みを帯びる とがっている
白斑がなく一様に茶褐色

頭　　　部
背　び　れ
背側の色彩 白斑がある

写真提供：柳川拓哉 氏

きしゅ

てんかん

てんかん

しにしょうぞく
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マスオデビューの裏側＆
ゴマリンとの初対面
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89.タテジマフジツボ
フジツボというと海水浴場の岩場や船の底に張り付
いている貝のように見える生きものですが、実はエビや
カニと同じ甲殻類のなかまです。タテジマフジツボは
大型船のバラスト水に混じってハワイからやってきた
外来種ともいわれていますが錦江湾でも見られます
硬い殻の中には、まるで腹部のないエビのような
姿の生きものが仰向けになり納まっています（下図）。

エビやカニが歩くために使う脚はフジツボでは変化
して蔓脚となり、えさとなるプランクトンを濾しとる網
の役割を果たします。生まれたばかりのフジツボの幼
生は自由に泳ぐことができますが、一度固着し成体に
なるとその場から動くことができません。フジツボは

一個体で雄と雌の両方の特徴をもつ雌雄同体である
ため、二個体いれば繁殖が可能です。近くの個体に
交接器を伸ばして精子を渡し合って繁殖します。
潮の干満で干上がったフジツボは殻にこもって出て

きませんが、海中のフジツボは蔓脚をせっせと動かし
ている様子が観察できます。イルカ水路でも観察して
いるとふわふわと浮かぶフジツボの脱皮後の殻を
見つけることができます。海に潜って観察することで
まさしく甲殻類であることを実感します。（東　亮介）
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を取り付け、感染症対策を行いました。展示物が減り
広くなってしまったフロアに新たな水槽を設置し、
見どころも増やすことにしました。また、これまでは
常時スタッフの補助があるために少なかった解説パ
ネルも充実させました。触れることはできませんが、
サメの歯の標本を比べて見やすくすることで自らの
発見をうながしたり、水族館の生きものをじっくり
観察した後で取り組む工作や解剖を紹介したりし
て、家でも楽しめるような展示を心がけました。

Withコロナ時代の水族館として、今後はその場で
見るだけ、体験するだけで完結しないことも目指し
ていきたいと思います。新しい発見を探しに来てく
ださい。　　　　　　　　　　　　　　（出羽尚子）

平成20年にリニューアルした「ワクワクはっけんひ
ろば」は楽しみながら発見して学ぶ「参加体験型」の
展示コーナーです。ところが今春、新型コロナウイル
スの感染防止のため体験展示のほとんどを中止する
ことになりました。えさを与えたり、標本に触れたりと
いう体験はもちろん、館内で唯一ここだけに常駐する
解説スタッフの活動も制限せざるを得ませんでした。
そこで、展示物やスタッフの待機場所にアクリルガード

ゴマフアザラシのマスオは2020年３月９日に福
岡県のマリンワールド海の中道よりやってきました。
マスオが鹿児島にやってきたときの様子について
は本誌90号でお伝えしましたが、今回はマスオの
展示水槽デビューの裏側やゴマリンとのその後に
ついてお伝えさせていただきます。
かごしま水族館にやってきた後、予備水槽で環境
に慣れるトレーニングを始めたマスオ。最初の頃は
水中にいる時間も長く、トレーナーがえさをもって
入ってもなかなか陸上部分に上がってきてくれませ
んでした。１か月ほどたつ頃には落ち着いて水から
上がってえさを食べることができるようになりました
が、ちょっとしたことに驚いて水の中に戻ってしまうこ
ともありました。夏休みにはマスオが展示水槽にデ
ビューできるように移動トレーニングを続けていまし
たが、あと１歩が踏み出せないマスオ。マスオの最後
の１歩の後押しをするべく移動作戦を計画しました。

８月19日　展示水槽デビュー
予備水槽から展示水槽まではおよそ５ｍ。マスオ
のデビューに向けて作戦開始です。開館前の午前
８時。まずはこの日のために準備した手作りの壁で
水槽を半分の大きさに仕切ります。そこにテント素
材のシートを滑り込ませて、ゆっくりと引き上げると、
マスオも水面近くへ上がってきました。マスオは水
面で少しためらうような動きをみせたのちに、勢いよ
く上陸し、意を決したように展示水槽に向けて進み
始めました。私たちからすればたったの数mの移動
も、初めての場所に向かうマスオにとっては大冒険!
無事に展示水槽に移動したマスオは初めての場所
を探検するように浮いたり沈んだり、ガラスに近
寄ったり泳ぎまわったりと興味津々の様子でした。

10月１日　ゴマリン初対面
マスオも展示水槽に慣れてきた10月１日、いよ
いよゴマリンとの初対面です。展示水槽にやってき
たゴマリンは辺りを見渡してからマスオのいる水
中へと入っていきました。すぐにマスオの後を追い
かけるような動きは
あるものの、やはり
２頭の距離は離れ
ています。マスオも
ゴマリンが気になる
のか離れた位置か
ら顔を出して様子を
うかがう素振りが
みられました。

この記事を書いている今は11月中旬。２頭が一
緒になってから１か月半がたちました。相変わらず
２頭の間には少し距離がありますが、マスオがゴマ
リンの近くに顔を出したり、お互いに顔を近づける

様子も見られたりと、その距離は
確実に縮まってきています。最近
では１名のトレーナーが２頭に給
餌することにも挑戦しはじめま
した。赤ちゃんアザラシの誕生も
待ち遠しいですが、まずは２頭が
仲良くすごしている姿を早く見た
いと願っています。（中村政之）

マスオの見つめる先には
初対面のゴマリン

約１か月後（左マスオ・右ゴマリン）

テント素材のシートで水面に誘導し展示水槽に移動していくマスオ
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カエルアンコウ
おなかをこわす?!

スマEuthynnus affinisは全長およそ50～60㎝になる小型
マグロ類で、温帯から熱帯の海に生息しています。鹿児島
県近海でも釣りや曳縄漁、定置網漁などで漁獲されます。
水量1500㎥の黒潮大水槽では、スマをはじめカツオやク
ロマグロ、ジンベエザメなど黒潮の海を回遊する魚たちを
展示しています。
ある時、複数のスマが高速で泳ぎ、産卵していることに
気が付きました。すぐに水槽の水を網ですくってみると直
径約１㎜の卵がたくさんあり、やはりスマが産卵したことに
間違いないようです。産卵は毎日ほぼ同じ時間に行われて
いるようでした。産卵の１時間ほど前から数匹のスマが
群れて泳ぎはじめ、１匹のメスに１～３匹のオスが追尾し、
一緒に高速で泳いでいました。普段は雌雄の区別がつきま
せんが、興奮したメスの尾びれは黒くなり、オスには横縞
模様が現れます。このような性的二型（雌雄の差）をはっ
きり確認できたのは黒潮大水槽での観察が初めてです。

産卵が始まるとさらに高速で大きく回り、泳ぎながら放
卵、放精が行われます。複数の個体がペアや群れを作って
産卵行動を行うため、水量1500㎥もの水槽がまっ白にな
るほど濁り、大量の卵と精子が放出されていました。産卵
は10～15分ほどの間隔をあけて複数回行われ、１日の産卵
は30分～１時間で終息します。１匹のメスが産む卵の数は
わかりませんが、集めた卵から推定すると、数十万個は産
んでいるのではないかと思われます。
毎日観察していると、産卵時間が徐々にずれていき、
日中に見られていたものが翌月には夜間に産むこともあり
ました。産まない時期があると思っていたことがありまし
たが、夜間に産んでいたようです。少なくとも記録を取り始
めた2018年10月から2020年11月現在まで１日も欠かさず
産卵しているようです。産卵は23℃以上の水温が必要だと
わかっていますが、その他の決め手となる条件については
よくわかっていません。
産卵確認後、卵を回収し発生の様子を観察してみまし
た。受精後およそ40～50分で最初の卵割が始まり、約24

時間後に元気な稚魚が孵化しました。稚魚は孵化後２日目
から動物プランクトンのワムシを食べ始め、約１か月で体長
５㎝ほどに成長しました。

スマは成長が早く、食用魚としてはクロマグロにも劣ら
ない味と評価され、養殖の取り組みも行われています。
産卵や繁殖の研究は、魚を水槽展示するにあたり、野外か
ら採集してくる必要がなくなるため自然環境への負荷を減
らすことが期待できます。また日々産み出されている卵は
安定的に供給できる点が研究材料としてもすぐれており、
注目されています。
今後はスマを卵から育て、次世代、次々世代へとつなぎ、

またこれらの経験をクロマグロやカツオの繁殖にも応用して
いきたいと考えています。　（築地新　光子）
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カエルアンコウは体から手足が生えたような魚で
す。名前のインパクトから「へー、カエルだって。」と、
両生類のカエルとかん違いされてしまうこともありま
す。確かに、ちょこんと手を伸ばして座っているように
見える姿は魚よりもカエルらしいかもしれません。
カエルアンコウは色や模様を一週間ほどで変化させ

ることができます。そうして周囲の環境にとけこむ名人
です。そして、気づかずに目の前を通り過ぎようとした魚
やエビを一瞬で吸い込んでしまいます。背びれの一部が
釣り竿のようになっており、前に倒して、先端を動かし、
自分の間合いに獲物をおびき寄せることもできます。

とはいっても、海ではそうそう毎日えさにありつける
わけではないのでしょう。しかし、閉じられた「水槽」
という空間では海の中よりはるかに狩りの成功率が
高いため、大食漢のカエルアンコウは次から次に食べ
てしまい、ついには命にかかわる消化不良をおこして
しまいます。このような習性から、いろいろな魚が泳ぐ
水槽での展示はなかなか難しく、悩みどころです。今は
展示をしていないので、アクアラボでの解説の際には
じっくりと観察してみてください。　（柏木　由香利）
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ウツボのうーぼん なかまさがし特別企画展特別企画展

背びれの釣り竿

稚魚

オス（左）には縞模様が現れ、メス（右）の尾びれは黒くなる。

黒潮大水槽で周年見られたスマの産卵黒潮大水槽で周年見られたスマの産卵

大きな口に鋭い歯、にょろにょろと海の底でうごめ
く影…「海のギャング」ともいわれる魚、ウツボ。今回の
特別企画展で焦点をあてた生きものです。見た目から
獰猛なイメージがあるウツボですが、大きく開いた口の
中には「秘密」が隠されていたり、リボンのような長い
体と鮮やかな色が美しいウツボがいたり…。怖いだけで
はない、ウツボたちの多様な姿や生態を紹介します。
鹿児島県ではウツボを狙った「キダカ漁」も行われて
おり、漁の様子をジオラマ展示で解説します。水槽に

登場するウツボのほとんどが実際に鹿児島近海で採集
したもので、私たちの近くにもたくさんのウツボがくら
していることがわかります。
見るのが怖い！と感じるお子さまでも楽しんでいただ
けるよう、今回の会場では絵本調のイラストパネルを読
み進めながら展示が進みます。ひとりぼっちのウツボの
『うーぼん』が、なかまを探しに旅に出るストーリーで
す。旅の間、どんな生きものと出会うのでしょうか。
そしてうーぼんは無事にウツボのなかまたちと出会う
ことができるでしょうか…。
展示を見
終わった後
ウツボを少
しでも身近
に感じてい
ただければ
幸いです。
（堀江　諒） https://youtu.be/8Fci7t9QMOI産卵の動画

生み出された卵、第１卵割が始まった

卵の中に稚魚の形が見えてきた

24時間後、ふ化が始まった

手足のように見える部分は胸びれ（　）と腹びれ（⬆）⬆
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５㎝ほどに成長しました。

スマは成長が早く、食用魚としてはクロマグロにも劣ら
ない味と評価され、養殖の取り組みも行われています。
産卵や繁殖の研究は、魚を水槽展示するにあたり、野外か
ら採集してくる必要がなくなるため自然環境への負荷を減
らすことが期待できます。また日々産み出されている卵は
安定的に供給できる点が研究材料としてもすぐれており、
注目されています。
今後はスマを卵から育て、次世代、次々世代へとつなぎ、

またこれらの経験をクロマグロやカツオの繁殖にも応用して
いきたいと考えています。　（築地新　光子）
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カエルアンコウは体から手足が生えたような魚で
す。名前のインパクトから「へー、カエルだって。」と、
両生類のカエルとかん違いされてしまうこともありま
す。確かに、ちょこんと手を伸ばして座っているように
見える姿は魚よりもカエルらしいかもしれません。
カエルアンコウは色や模様を一週間ほどで変化させ

ることができます。そうして周囲の環境にとけこむ名人
です。そして、気づかずに目の前を通り過ぎようとした魚
やエビを一瞬で吸い込んでしまいます。背びれの一部が
釣り竿のようになっており、前に倒して、先端を動かし、
自分の間合いに獲物をおびき寄せることもできます。

とはいっても、海ではそうそう毎日えさにありつける
わけではないのでしょう。しかし、閉じられた「水槽」
という空間では海の中よりはるかに狩りの成功率が
高いため、大食漢のカエルアンコウは次から次に食べ
てしまい、ついには命にかかわる消化不良をおこして
しまいます。このような習性から、いろいろな魚が泳ぐ
水槽での展示はなかなか難しく、悩みどころです。今は
展示をしていないので、アクアラボでの解説の際には
じっくりと観察してみてください。　（柏木　由香利）

6

2020年12月24日（木）～2021年4月11日（日）

ウツボのうーぼん なかまさがし特別企画展特別企画展

背びれの釣り竿

稚魚

オス（左）には縞模様が現れ、メス（右）の尾びれは黒くなる。

黒潮大水槽で周年見られたスマの産卵黒潮大水槽で周年見られたスマの産卵

大きな口に鋭い歯、にょろにょろと海の底でうごめ
く影…「海のギャング」ともいわれる魚、ウツボ。今回の
特別企画展で焦点をあてた生きものです。見た目から
獰猛なイメージがあるウツボですが、大きく開いた口の
中には「秘密」が隠されていたり、リボンのような長い
体と鮮やかな色が美しいウツボがいたり…。怖いだけで
はない、ウツボたちの多様な姿や生態を紹介します。
鹿児島県ではウツボを狙った「キダカ漁」も行われて
おり、漁の様子をジオラマ展示で解説します。水槽に

登場するウツボのほとんどが実際に鹿児島近海で採集
したもので、私たちの近くにもたくさんのウツボがくら
していることがわかります。
見るのが怖い！と感じるお子さまでも楽しんでいただ
けるよう、今回の会場では絵本調のイラストパネルを読
み進めながら展示が進みます。ひとりぼっちのウツボの
『うーぼん』が、なかまを探しに旅に出るストーリーで
す。旅の間、どんな生きものと出会うのでしょうか。
そしてうーぼんは無事にウツボのなかまたちと出会う
ことができるでしょうか…。
展示を見
終わった後
ウツボを少
しでも身近
に感じてい
ただければ
幸いです。
（堀江　諒） https://youtu.be/8Fci7t9QMOI産卵の動画

生み出された卵、第１卵割が始まった

卵の中に稚魚の形が見えてきた

24時間後、ふ化が始まった

手足のように見える部分は胸びれ（　）と腹びれ（⬆）⬆

➡ ➡

ひきなわ

どうもう
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特集 「20年以上飼育していたエイが実は新種でした」

いるかの時間・あざらしの時間

　　　　　　「マスオデビューの裏側＆ゴマリンとの初対面」

ここがみどころ 「１階：ワクワクはっけんひろば」

錦江湾のなかまたち 「89．タテジマフジツボ」

アクアラボ 「カエルアンコウ おなかをこわす⁈」

特別企画展 「ウツボのうーぼん なかまさがし」

黒潮大水槽で周年見られたスマの産卵　
いおワールド通信

鹿児島 未知の魚を発見！「No.19 パンダゲンロクダイ」
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さくらじまの海 2020年第24巻 第3号 通巻92号
（2020年12月発行）

黒潮大
水槽の

モノノ
ケトン

ガリサ
カタザ

メ

９月27日に「異なるイカ職人～イカに生かされ
る異職の人の話～」を開催しました。水中ガイドの
松田康司さん、イカ写真家の堀口和重さん、イカ画
家の宮内裕賀さんを招き、それぞれの視点・やり方で
イカの魅力を伝えてもらうというイベントです。
22名の参加者の方々も、熱心に説明を聞いたり
絵を描いたりして、イカの奥深い世界に浸っていました。今回の企画に合わせてアオリイカの展示を行った水槽前では、イベント
終了後堀口さんによるイカの撮影教室が始まり、最後まで盛り上がりを見せていました。
宮内さんの下絵に参加者全員で色付けしたイカの絵は、３人の写真や絵とともに10月末まで館内に展示され、来館された
皆さまを楽しませてくれました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（濵田毬華）

11月に行われたSDGs（持続可能な開発目標）の啓発を目的とした
「かごしまSDGsキャンペーン」に当館も参加しました。17ある開発目
標の中で、当館に関連深い目標を表す赤、黄、青、緑の４色で建物の
ライトアップを行ったほか、11月21日に鹿児島市で行われた関連イ
ベント「あっ ＃サスティナブル わたし、SDGsはじめました」への出展
も行いました。当館では野生個体を減らさずに展示を続けるために
ジンベエザメの入れ替えを行っています。会場では、それに欠かせな
い輸送方法についての解説パネルや、輸送容器の模型展示のほか、
ジンベエザメぼうしを作るワークショップも開催しました。ブースに
は子どもから大人までたくさんの方が訪れ、楽しみながらSDGsを知る
良いきっかけになっていたようです。　　　　　　（平野　慎一郎）

異なるイカ職人～イカに生かされる異職の人の話～

編集後記

チョウチョウウオ科ゲンロクダイ属の
魚は日本からゲンロクダイ１種のみが生
息すると考えられていましたが、2020年
２月に同属の新種が発見（記載）されま
した。ゲンロクダイは白地の体に黄色い
横縞が入りますが、本新種は生時白地に
黒色の縞模様であることから、パンダ
ゲンロクダイと命名されました。水深
30メートル以浅の浅瀬に生息するゲン
ロクダイの黄色い縞模様は、視覚的に
仲間を認識するためのものですが、パ
ンダゲンロクダイは光が届きにくいや
や深場（40～70メートル）に生息する
ため、黄色を発現する必要がなくなった
のだと考えられます。パンダゲンロクダ
イは伊豆半島からフィリピンにかけて分
布し、鹿児島湾内にも多く生息します。

No.19　パンダゲンロクダイ

シリーズ
鹿児島未知の魚を発見！未知の魚を発見！

12月初旬に嬉しいニュースが飛び込ん
できました。教育旅行や修学旅行による来
館者等が増えたことで11月の入館者が昨
年と変わらない人数を記録したのです。
過去に例のないコロナ禍で外国を含む
県外からの観光客が軒並み減少し、当館の
入館者数も大きく落ち込みました。しかし
現在では、万全の感染症対策を実施した上
で「生きもの講座」を始めとする教育プログ
ラムを多くの学校団体が受講しています。
そのほか、安心、安全に修学旅行を楽しん
でいただけるように、閉館後の「貸し切り
水族館」のサービスを新たに実施している
ことなども、入館者の回復につながったと
考えています。これからも、本物を教材と
した水族館らしい体験を提供し、人々の交
流が生まれる場所として機能できるように
進み続けたいと思います。
令和３年は新型コロナウイルス感染症
の終息を願いつつ、皆様にとって明るい年
となることを祈り申し上げます。　（久保）

パンダゲンロクダイ
Roa haraguchiae （鹿児島湾産）

「かごしまSDGsキャンペーン」に参加しました

（鹿児島大学総合研究博物館　館長　本村浩之）


